




















たな社会に入 り,他者 との関係を構築 してい く。そして,
生活管理の方法を模索 し,糖尿病である自分を再認識す
る。また,サl貫れ親 しんできた家庭での家族 との関係, と
























な心理的ス トレスや成長に伴 うホルモンのアンバランス  それを担うのは難 しい。親友,学校の先生などのサポー
から,血糖 コントロールカS大きく乱れるという経験 もす   卜も必要である力S,子どもが自分の病気を周囲にどのよ
る。                         うに伝えるカギ'ということとも関係 し,周囲の人びとの
家族 との関係性 も難 しくなり,親は,どのようにかか  糖尿病の理解がない場合 には十分なサポー トは得 にく
わるといいのかとまどうことが多い。これまでとは違っ  い。通院中の子 どもでは,外来看護師が子どもの気持ち
たかかわりが要求され,生活管理に関しては遠 くから見  や考えを確認 しながら,そのような】犬況を調整すること
守 りながら,時にはしっか り話 し合い,子どもの気持ち  が大切である。今野らは,継続的に外来で面接を重ね援
を確認すること力S求められる。 しかし,子どもの注射の  助 した事例を報告 している°。
打ち忘れ,治療拒否,低血糖,食べ過ぎ,友人関係,煙
草やお酒の問題などに直面したとき,親としてどのよう    Ⅱ 青年期の 1型糖尿病悪者と家族
に子どもに対山寺するかは簡単なことではない。
キャンプOBのある青年は,思春期の頃のことを尋ね   思春期を過ぎると,比較的血糖コントロールは安定す
たところ,「いろいろな問題を自分でクリアしてきた。   る。就職,結婚という課題に直面したとき,彼らはどの
誰かの助けを借 りたという気はしていない。どんなサ  ような経験をするのだろうか。糖尿病のことを告げずに
ポー トカSあったらよかったかと聞かれても,本人次第と  就職 している人も多い。九山°1ま,病気を告げないこと
いうような気がする。だけど,親は, とくに思春期にな   を,「弱者の権利であるが, しかし,隠しながら治療を
ると子どもにどんなふうに接するといいか, どういうと  続けることは大変なことでもある」と述べている。どの
きにどうしたほうがいいかというようなことなど,わ  ような形で周囲に病気を伝えていくのかは,当然,本人
かっていない。親を助けるような援助があった方がいい。  が決定することではあるが, 1型糖尿病に関する社会の
子どもとしても,親に離れてもらいたいと思っても,な  理解はまだまだ低 く,話しやすい環境づ くりを整えてい
かなかいい関係がとれない」と語つてくれた。        くことが必要である。
子 どもが自律的に管理をしやすい環境を整えるために   ある大学生のキヤンプOBは,「内部疾患 と外部疾患
は,親のサポー トが不可欠である。 しかし,親は,身近  では,周りの反応が違う。病気が周 りの人の目にみえる
な存在であるだけに,子どものできていない面が目に付   ということは,それだけで差房Uにつながる可能性 もある
き,なんとかしなくてはと焦 りながら子 どもに対応する。  が,福祉の面では,健康な人と違いが明らかで,対象に
親自身の不安があ り,余裕のない時期にはとくに難 しく,   されやすい。糖尿病では,一見違いがわからず,でも,
親自身がサポー トされる必要がある。親の会では,親同  一生管理は必要で,医療費がかかる。この側面を一般の
士の話 し合いなどにより親の経験を共有すること,先輩  人が理解するのはむずかしいと感 じる」という。
の親からア ドバイスが もらえる。など,親としてどのよ   現在,小児慢性特定疾患治療費補助制度の対象年齢は
うにしてい くといいかを見直す機会を提供できる。     18歳未満であ り,各団体が補助の延長を働 きかけ,一部
一方,子ども自身も親 との関係のなかで,糖尿病管理  の県では最長20歳まで認められているが,それから後は,
に関することを中心に「がんばること」を期待 され,「自   自分の健康保険で 3害J負担が求められる。十分な治療環
分の問題だから」と早急に自立を促 されるなど, さまざ  境がないと合併症の進展は免れない。合併症の出始めた
まなス トレスを抱える。この時期は,子どもが自分自身  頃にフルタイムの仕事を辞めざるを得ず,パー トなどを
の,あるいは親や社会の矛盾に気づ くときでもある。子  続けながら治療費を正面 しているヤング糖尿病の患者 も
どもは,依存と自立の狭間で,糖尿病コントロールのた  いる。合併症進展を遅らせようと力Sんばっているときに
めの現実的な問題に対処するなかで,不安や緊張に押 し  は支援がなく,透析に入ると医療費の負担がなくなると
つぶされそうになる経験 をするの。子 どもの心を理解 し  いう現在の制度の不備は歴然 としてお り,医療費を抑制
て くれる人が必要であるが,前述 したように,親だけで  する観点からも合併症の進展予防のための社会的な支援

































































































日日 時 :平成14年11月29日④ 13:00～16:00
































1630 小児看護 第25巻第12号 2002年11月
